
平成２８年度

適 性 検 査 Ⅲ

注 意

１ 問題は問１から問３までで、６ページにわたって印刷してあります。

２ 検査時間は４５分です。

３ 声を出して読んではいけません。

４ 解答はすべて解答用紙にはっきりと記入し、解答用紙だけ提出しなさい。

５ 解答を直すときは、きれいに消してから、新しい解答を書きなさい。

らん

６ 性別・受検番号は解答用紙の決められた欄３か所に必ず記入しなさい。

さ い た ま 市 立 浦 和 中 学 校
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次の文章や資料を読んで、問１～問３に答えなさい。

中学校2年生の太郎くんは、総合的な学習の時間で、学校で使用しているコンピュータの情報
の管理について先生から説明を受けています。

げんこう ほ ぞん

先 生：これまで、授業で作成した発表用の原稿や写真などを、学校のコンピュータに保存して

きましたね。これからも様々なことを調べたり、発表したりします。その際、新しく作

成したものも保存しますので、今日はこれまでのものを整理してもらいます。具体的に
さくじょ

は、必要のなくなったものを削除してもらいます。

太郎くん：削除とはどういうことですか？

サーバ

生徒用コンピュータ

先 生：簡単に言うとファイルを消すことです。みな

さんは、作成したレポートやビデオなどの動

画に名前をつけて、コンピュータに保存しま
よ

したね。それらを「ファイル」と呼びます。

ファイルは、実は、生徒用コンピュータ本体

に保存されているのではなく、右の図のよう
き き

に、サーバと呼ばれる機器にまとめて保存さ

れているのです。つまり、全校生徒が共通し

てこのサーバを利用していることになります。

これらの保存したファイルに含まれるデータ

の量を情報量と言いますが、このサーバに保存できる情報量は、無限ではないのです。

太郎くん：どのくらい削除すればいいのですか？

先 生：そうですね。少しみなさんで考えてみましょうか。本校は、全校生徒が２４０人います。

生徒全員で３０ＧＢ（ギガバイト）分の情報量を保存することができます。これを一人
わ

ひとり均等に割りふると、一人あたり保存できる情報量がどのくらいか計算できますね。

太郎くん：先生、ＧＢとは何ですか？

先 生：Ｂ（バイト）とは、情報量を表す単位で、１ｋＢ（キロバイト）、１ＭＢ（メガバイト）、

１ＧＢなどがあり、それぞれの関係は、下の表のとおりです。

１ＧＢ（ギガバイト）＝ １，０００ＭＢ （１，０００，０００，０００Ｂ）

１ＭＢ（メガバイト）＝ １，０００ｋＢ （１，０００，０００Ｂ）

１ｋＢ（キロバイト）＝ １，０００Ｂ

※情報量は、１ＫＢ＝１，０２４Ｂ、１ＭＢ＝１，０２４ＫＢ、１ＧＢ＝１，０２４ＭＢと表す場合もありますが、この問いでは、

１ｋＢ＝１，０００Ｂ、１ＭＢ＝１，０００ｋＢ、１ＧＢ＝１，０００ＭＢとして扱います。

太郎くん：わかりました。では、ぼくのファイルが、先ほど計算した一人あたり保存できる情報量
こ

を超えていなければ、削除する必要はないのですね。

先 生：いいえ、みなさんはこれから、高れい化社会に関する調べ学習をおこないます。そこで、

新たに作成するファイルを保存するため２０ＭＢ以上空けておくようにしてください。

つまり、一人あたり保存できる情報量より２０ＭＢ以上少なくなるように、現在あるファ

図
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イルを削除してもらいたいのです。

太郎くん：わかりました。でも、せっかく作ったファイルはなるべく削除したくありません。特に

動画は、がんばって作成したので、残しておきたいです。

先 生：では、動画は削除しないで、削除するファイルの数が一番少なくなるようにファイルを
削除してみましょう。

【現在サーバに保存されている太郎くんのファイル】

ファイル名 種類 情報量 ファイル名 種類 情報量

Ａ 文化祭発表原稿 文書 ２５ｋＢ Ｆ 英語発表下書き 文書 ５２ｋＢ

Ｂ 文化祭スライド 動画 ５４．６ＭＢ Ｇ 英語発表完成版 文書 ４６ｋＢ

Ｃ 職業体験発表原稿 文書 ２８ｋＢ Ｈ 理科発表用 写真 ２．３ＭＢ

Ｄ 職業体験風景 動画 ２９．１ＭＢ Ｉ 理科発表原稿 文書 ４９ｋＢ

Ｅ 職業体験発表用 写真 １２．６ＭＢ Ｊ 理科観察発表 動画 ２１．２ＭＢ

問１ 太郎くんは、先生の指示にしたがって、削除するファイルとその理由を先生に説明しようとして

います。あなたが太郎くんなら、どのように説明しますか。次の条件にしたがって書きなさい。

（内容について）

条件１：生徒一人あたり保存することのできる情報量と、それを求める計算の過程を書くこと。

条件２：太郎くんが削除しなくてはならない情報量を書くこと。

条件３：ファイル名は「Ａ、Ｂ、Ｃ」などアルファベットで書くこと。

（書き方について）

条件４：解答は横書きで１マス目から書くこと。

条件５：文章の分量は、２５０字以内とすること。

条件６：数字や小数点、記号についても１字と数えること。 記入例 １ ３ ． ８ Ｍ Ｂ
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太郎くんのクラスでは、総合的な学習の時間に、高れい化社会に関する調べ学習に取り組んでい
ます。太郎くんが、インターネットなどで集めた資料を見ながら、どのようにまとめようか考えて
いるところへ先生がやってきました。

先 生：太郎くん、どんな資料を集めたのですか？

太郎くん：ぼくは、高れい者が安全に生活するにはどんなことが必要なのかということに関心があ
さい

り、高れい者の事故について資料を集めました。厚生労働省では、６５歳以上の人を高

れい者としていますが、これらの資料は、ある団体が、複数の病院などから、２０歳以

上の事故情報を集め、それを、６５歳以上の人たちと２０歳以上６５歳未満の人たちで

分け、比べたものです。

先 生：太郎くん、資料が３つあるけど、それぞれの資料は、どのようなものですか？

太郎くん：はい。資料１は、事故が起こった場所、資料２は、家庭内事故のケガの程度、資料３は、
家庭内事故のきっかけをまとめたものです。

先 生：いい資料を集めましたね。では、これらの資料からどんなことがわかりますか？また、

高れい者の事故を減らすためには、どうすればよいですか？

20歳以上65歳未満 65歳以上

家
71.4％
家

71.4％
家

77.1％
家

77.1％

不明
0.6％

その他
2.8％ 不明

0.3％

その他
2.4％

車内
0.1％

公園・遊園地
0.7％

公園・遊園地
0.3％

公共施設
2.6％

公共施設
1.5％

海・山・川等自然環境
4.7％

海・山・川等自然環境
3.3％

一般道路
9.0％

民間施設
8.2％

民間施設
8.0％

一般道路
6.9％

こうきょうしせつ

かんきょう

みんかんしせつ

資料１ 事故が起こった場所

い りょう こうれいしゃへん

独立行政法人国民生活センター「医療機関ネットワーク事業からみた家庭内事故－高齢者編－（平成２５年３月２８

日）」より作成

２０歳以上
６５歳未満

６５歳以上 軽症　58.7％

重篤
0.2％

死亡
0.8％

中等症　34.1％ 重症
6.2％
重症
6.2％

軽症　78.3％ 中等症　20.1％

重症
1.5％ 重篤

0.1％

資料２ 家庭内事故のケガの程度

けいしょう ちゅうとうしょう じゅうしょう じゅうとく

※軽症、 中等症、 重症、重篤の順でケガの程度が重くなる。
い りょう こうれいしゃへん

独立行政法人国民生活センター「医療機関ネットワーク事業からみた家庭内事故－高齢者編－（平成２５年３月２８

日）」より作成
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20歳以上65歳未満
65歳以上

1.9

9.3

7.1

22.1

17.8

30.4

27.8

10.1

3.5
2.3

8.2
6.8

27.8

14.5

0.0

0.0

0.7

0.6

5.2

3.7

0 10 20 30 40 ％

誤飲・誤嚥
ごいん・ごえん

転落

転倒
てんとう

刺す・切る
さ

挟む
はさ

ぶつかる・当たる

熱いものや、するどいものなどに

さわる・接触する
せっしょく

溺れる
おぼ

有毒ガスの吸引

その他

資料３ 家庭内事故のきっかけ

※誤嚥・・・飲食物を食道でなく気管に入れてしまうこと。
い りょう こうれいしゃへん

独立行政法人国民生活センター「医療機関ネットワーク事業からみた家庭内事故－高齢者編－（平成２５年３月２８

日）」より作成

とくちょう

問２ 太郎くんは、資料からわかる高れい者の事故の特徴と、事故を減らすために有効であると思う手

だてを、いくつか具体例を挙げながらまとめようとしています。あなたが太郎くんなら、どのよう

にまとめますか。次の条件にしたがって書きなさい。

条件１：解答は横書きで１マス目から書くこと。

条件２：文章の分量は、２５０字以内とすること。

条件３：数字や小数点、記号についても１字と数えること。

記入例 １ ３ ． ８ ％
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� 太郎くんと同じクラスの花子さんは、総合的な学習の時間で、高れい者の生活や仕事に関して集

めたデータをもとに、自分の意見をまとめようとしています。

先 生：花子さん、調べ学習はすすんでいますか？
花子さん：資料はたくさん集めたのですが、どのようにまとめようか迷っています。
先 生：資料１はどのような資料ですか。

すい い

花子さん：日本の人口の推移を表したものです。この資料からは、今後高れい化が進むことが読み
さい

取れます。資料２も見てください。これは、６５歳以上の人一人あたりに対して、２０
歳から６４歳までの人たちが何人いるかを表しています。

けいざいてき

先 生：なるほど。６５歳以上から年金の支給が始まることを考えると、このままでは、経済的
わか ふ たん

に若い人たちの負担が増えてしまいますね。ところで、資料３は何を表していますか？
ふく

花子さん：はい。高れい者への年金の支給、それ以外の人も含めてお医者さんに行くときの
い りょう ひ ふく し

医療費や、福祉に関することなどに使う国のお金がどれくらい必要かを予測したもの
です。高れい化にともなって、とても多くのお金が必要になるようです。

先 生：そうですね。では、資料４や資料５は、どんな内容ですか？
花子さん：はい、資料４は６０歳以上で、収入をともなう仕事をしていない人たちの１カ月あたり

の収入と支出を表したものです。資料５は、６０歳以上の人の仕事に対する意識調査の
結果です。

先 生：資料４を見ると、支出、つまり使うお金の方が多いですが、不足しているお金はどうし
ているのですか。

花子さん：貯金など、今までのたくわえを少しずつ使っているようです。
かいけつさく

先 生：よく調べましたね。では、これらの資料から、読みとれる課題とその解決策を考えるの
はどうですか？

花子さん：解決策ですか？とてもむずかしいと思います。
先 生：資料５などにもヒントがあるのではないですか？資料をもとに、あなたの考えを書いて

みてください。
花子さん：では、やってみます。

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年 ２０２５年
日本の総人口 １２８，０５７，３５２ １２６，５９７，０００ １２４，１００，０００ １２０，６５９，０００

１５歳未満の人口 １６，８０３，４４４ １５，８２７，０００ １４，５６８，０００ １３，２４０，０００
６５歳以上の人口 ２９，２４５，６８５ ３３，９５２，０００ ３６，１２４，０００ ３６，５７３，０００

じんこうすい い

資料１ 日本の総人口と１５歳未満及び６５歳以上の人口推移（予測）
（単位：人）

しょうらいすいけいじんこう

２０１０年は総務省「国勢調査」、２０１５年以降は社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成２４年

１月推計）」より作成

65歳以上一人あたり
20～64歳は9.1人

65歳以上一人あたり
20～64歳は2.6人

65歳以上一人あたり
20～64歳は1.8人

1965年 2010年 2025年

資料２ ６５歳以上の人一人あたりの２０～６４歳の人数（予測）

しょうらいすいけいじんこう

１９６５年、２０１０年は総務省「国勢調査」、２０２５年は社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成

２４年１月推計）」より作成
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福祉に必要なお金

医療に必要なお金

年金に必要なお金

145.8兆円
131.7兆円

119.9兆円

2025年度2020年度2015年度

資料３ 社会保障給付費（予測）

財務省ＨＰ「今後、社会保障の費用はどうなっていく？」より作成

不足
59,610円

支出 ２３０，２４８円
（食費、家賃、水道・電気代など）

やちん

収入 １７０，６３８円
（年金など）

※世帯主が６０歳以上の無職世帯が調査対象。
資料４ 高齢無職世帯の家計収支

がいきょう

総務省「家計調査報告（家計収支編）―平成２６年（２０１４年）平均速報結果の概況―」より作成

0 10 20 30

6 5 歳 く ら い ま で

7 0 歳 く ら い ま で

7 5 歳 く ら い ま で

8 0 歳 く ら い ま で

働けるうちはいつまでも

仕事をしたいと思わない

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

16.6

16.6

7.1

2.7

28.9

%%%%

10.6

3.2

7.9

6.4

資料５ ６０歳以上の人に質問：「何歳ごろまで、収入をともなう仕事がしたいですか」

ないかく ふ こうれいしゃ

内閣府「平成２６年度高齢者の日常生活に関する意識調査結果」より作成

問３ 花子さんはこれらの資料を通して読み取れる高れい化社会の問題点と、その解決策についてまと

めようとしています。あなたが花子さんならどのようにまとめますか。下のキーワードを３つ以上

使い、次の条件にしたがって書きなさい。なお、キーワードを使う順番は問いません。

キーワード 高れい化 ／ 負担 ／ 年金 ／ 収入 ／ 仕事

条件１：解答は横書きで１マス目から書くこと。

条件２：文章の分量は、３００字以内とすること。

条件３：数字や小数点、記号についても１字と数えること。 記入例 １ ３ ． ８ ％
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白

これで、問題は終わりです。


